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＜審査結果の要旨＞  

和文タイトル：ミャンマーの公立及び私立小学生に見られる粗大運動能力発達と社会生活状況との関連 

 

１．ミャンマーの６～７歳児の粗大運動能力発達について、その通っている地域や学校設備などの観点から関

連性を調べた研究である。 

まず米国で開発され、計量心理学的検討の済んでいる粗大運動能力発達評価尺度Gross Motor Development 2nd 

version (TGMD-2)を用い、ミャンマーの児童を対象として、走力、跳躍力など 12 通りの運動種目を実施・計

測してビデオ収録し、検者内信頼性、検者間信頼性を調査した。ついで、都会と田舎からそれぞれ 4校の在籍

児童472名を調べたところ、走力などの運動機能試験において男女間での差異と地域別の差をみたので、同意

の得られた312名を、さらに都会の公立学校、都会の私立学校、そして田舎の公立学校に通学の３群にわけて、

児童の粗大運動能力を TGMD-2 を計測するとともに、群間における違いを、それぞれの立地する地域での社会

経済学的状況・家族背景などとの関連を通して分析した。 

施設の立地条件や家族背景など社会経済的影響から、十分な広さの校庭を確保できない都会の公立学校の生

徒が、都会の私立学校や田舎の公立学校の生徒に比べて、調査した各種運動能力に差を認めるとの結果であっ

た。 

副論文については、審査開始時に、刊行すみの論文１編を確認した。 

 

２．審査会は第1回を11月28日(火)に開催したが、各学校群の男女比に違いが見られ、男女比を統一もしく

は男女別の結果を加える必要がある、都市部と農村部に関する定義についての記述はあるものの、その判断と

なる数値などがない、計測・評価者の背景などの記載不足など、いくつか問題点があったために、論文の修正

を求めた。12月 22日に再提出された論文で、各指摘事項に関して適切に追加・修正がなされたことを確認し

た。 

 

３．論文の口頭発表において明瞭な発表を行い、審査での試問においては方法論上での疑問点、結果の解釈の

妥当性などについての質問に的確に答え、指摘された部分については真摯に対応した。 

 

４．以上の結果から、審査委員全員は本人が学位申請論文の内容および関連事項について十分な学識を有

しており、本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十分であるものと認めた。  
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